
◆会　場：万代市民会館4階　新潟市中央区東万代町9-1 ※駐車場はありません

◆対　象：どなたでも

◆定　員：35人  ◆保　育：６人（生後６ヵ月以上の未就学児。要申込）

※定員、保育ともに応募多数の場合は全3回参加できる人を優先して抽選

◆参加費：無料　　　　　　　　　 

◆申　込：「新潟市オンライン申請システムe-NIIGATA」

 











または「電話（025-246-7713）」受付時間：8:30～17:15　月～金曜（土日祝休日は除く）

◆申込締切：11月24日（火）　
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１ 12/6
日

14:00～16:00

AIに性差別はない？
AIとのつき合い方を考えてみよう

講師：西條 玲奈さん（東京電機⼤学 ⼯学部 助教）

２ 1/9
土

14:00～16:00

スマホでつくる「私らしさ」
～SNSの投稿から読み解くジェンダー〜

講師：有馬 明恵さん（東京女子大学 現代教養学部 教授）

３ 1/17
日

14:00～16:00 講師：指田 祐美さん（NPO扉 代表）

「モヤモヤ」から始めよう！デジタル社会に流されない、
自分らしい選択のつくり⽅

手軽で便利なAIによる概要や回答、何気
なく見ているSNS。そこに映し出される
情報には、性別にまつわる無意識の思い
込みが隠れていることがあります。

AIやSNSとジェンダーの関係を学び、自
分らしく考え、選ぶためのヒントを見つ
けてみませんか？

AIと
令和８年度ジェンダーで社会を考える講座

SNSが映す

の



〒950-0082
新潟市中央区東万代町9-1（万代市民会館3階）
TEL：025-246-7713　⽉〜⾦曜8:30〜17:15
（土⽇祝休⽇は除く）
FAX：025-246-8080
E-mail：alza@city.niigata.lg.jp
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３

講師紹介

新潟市役所ホームページから

アルザにいがた を検索

〈新着情報〉
　　　　→講座情報へ

パソコン 電話

025-246-7713
【受付時間】
8:30～17:15　月～金曜
　　　　　（土日祝休日は除く）　
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お申込み方法 締切：11月24日（火）

有馬 明恵さん（東京女子大学 現代教養学部 教授）

こちらを読み取ると申込み
フォームにつながります

スマートフォン

西條 玲奈さん（東京電機大学 工学部 助教）

この講座は、企画委員と運営しています

指田 祐美さん（NPO扉 代表）

専門は哲学・倫理学。フェミニズムやジェンダー多様性の観点からAIやロボット
の設計や使用、隣人となるエージェントたちとの倫理について検討している。共
著に『〈ひと〉から問うジェンダーの世界史 第3巻
「世界」をどう問うか？
』
（大阪大学出版会、2024）、監訳に『女の子のための西洋哲学入門
:
思考する人
生へ
』（フィルムアート社、2024）など。

社会心理学の観点からメディアとジェンダー、メディアと文化の研究を行い、
『「日本人」であることとメディア』（勁草書房）、『リベラルアーツで学ぶ社会心
理学』（八千代出版）などを著す。近年は、オンライン空間での女性たちの情報
発信を、サイバー・フェミニズムとサイバー・フェミニニティの両面から分析す
る共同研究を同僚たちと行った。本講座ではその成果をもとにメディアとジェン
ダーの課題を読み解く。

2008年より内閣府をはじめ行政施設、民間企業やNPO団体など全国各地で
ジェンダーによる差別や偏見によって引き起こされる問題を伝えている。
受講者による平均満足度は95％と分かりやすく、学習効果の高いココロに響く
講座を心がけている。
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